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安本 裕美子（北Ⅰ広報担当） 

 

運営委員学術担当 帆足俊一朗   北九州中央病院 
 

この頃寒くなりましたが、皆さんは風邪などひいて体調を壊していませんか？私事

ですが、子供が風邪をひいて食後に薬を飲ませるのが家庭での仕事になっています。 

 私の話はこの辺にしまして、北Ⅰ地区は地区勉強会を何回開催しているか皆さんご

存知ですか？今年度は全 6回開催予定しており、そのうち症例発表を年 3回行ってお

ります。近頃は症例発表をしていただける先生が少なく、また、決まった施設からの

投稿になっている傾向がみられています。そこで、新人教育の先生方をはじめ、臨床・

研究などでご活躍されている生涯学習の先生方からの症例報告をお待ちしております。 

また、参加者をみわたすと臨床経験をより多く積んでいる先生方の参加が少なく、

臨床経験の浅い会員の参加が多いのも実状です。後進指導の為の勉強会でもあります

ので、PTの大先輩の先生方の参加も同時にお待ちしています。 

今後の地区学術活動も、患者のため、自分のスキルアップのため、また患者に還元

できるような内容、講師などを依頼していく予定ですので地区勉強会に参加お待ちし

ております。 

 

――――――――――――――― 掲示板 ――――――――――――――――― 

 

＜学術担当より＞ 

平成19年度の予定です。内容・日時などの詳細が決定していない内容もありますが、分

かる範囲での情報を掲示します。なお、不明な点につきましては、情報が入り次第掲載し

ますのでご了承ください。 

 

１．地区勉強会予定 
（1）第 5回地区勉強会 

    日時：平成 20年 1月 17日（木）19：00～21：00 
場所：専門学校九州リハビリテーション大学校 
内容：成人片麻痺患者に対する ADLの治療的アプローチ 

    講師：山口健一 氏（福岡リハビリテーション病院） 
  （2）第 6回地区勉強会 
    日時：平成 19年 2月 21日（木）19：00～21：00 

場所：専門学校九州リハビリテーション大学校 
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内容：1．心臓リハビリテーションについて 
講師：神崎良子 氏（九州リハビリテーション大学校） 

2．症例発表 
 

２．症例検討研修会 
   日時：平成 19年 12月 20日（木）19：00～21：00 

場所：専門学校 九州リハビリテーション大学校 
内容：EBMと研究 
講師：福田文雄 先生（北九州中央病院 回復期リハビリテーション病棟リハ Dr.） 

 
 
＜県士会行事＞ 
 
第 17回福岡県理学療法士学会 

  日時：平成 20年 2月 24日（日） 
  会場：ピーポート甘木（福岡県朝倉市甘木 198-1） 
  テーマ及び講師： 

特 別 講 演：「肩関節の機能解剖・治療展開（仮題）」 
   講師：高濱  照 氏（九州中央リハビリテーション学院） 
      司会：久保下 亮 氏（専門学校柳川リハビリテーション学院） 

市民公開講座：「ケガをしないスポーツをめざして」 
    講師：中村 総克 氏（成田整形外科病院）、久保田正一 氏（永江医院） 
    司会：光野 武志 氏（田原整形外科医院） 

 
※注意：各研修会や勉強会に参加の際は、会員把握のため、必ず生涯学習手帳もしくは

カードをご提示下さい。 もし、ご提示できない場合は、各研修会や勉強会に参加

できないか、もしくは 5000 円徴収の上での参加となりますのでご注意ください！ 

 

 

 

＜印象記＞ 

 地区勉強会での症例発表 ～チャンスの場～   

                      北九州中央病院 山本穂高  

 

今回、症例発表を行うにあたって「失敗したくない。質問・指摘されたくない」と

いう事が発表前まで頭を埋め尽くしていました。そのようなことを考えながら発表当

日を迎えました。いざ、私の発表の番になると緊張から頭の中が真っ白になっていま

した。そして緊張のあまり発表中も作っておいた発表原稿をただひたすら読むだけで

した。このような状態では、一番何を伝えたいかも伝えることはできず、この時ほど

時間の流れの遅さを感じたことはありませんでした。 
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そして発表が終わって、とある先生が私に話してくれました。それは「失敗を恐れ

るな。今のうちに失敗を恐れず挑戦しろ」という言葉でした。私はこの言葉を聞き自

分の失敗に気がつきました。それは何のための新人症例発表なのか。完璧な発表をす

るのではなく間違っていた点・より良いアプローチ方法を先輩方からアドバイスをし

てもらえる場であるということです。そして、反省点を見つけ今後につなげていくこ

とこそが新人症例発表の目的ではないかと考えさせられました。 
新人症例発表は失敗を今後の成功に繋げることができるチャンスの場であると今回

の症例発表を通じて知る事が出来ました。 
 
 

――――――――――――――― 編集後記 ―――――――――――――――― 

  
今後、地区広報を編集するにあたって、事務連絡的な内容だけではなく、地区会員から

の生の声をどんどんとりあげていこうと考えています。そのため、各事業や活動報告・感

想などについての原稿を会員の皆様にお願いすることがあると思いますので、その際はご

協力宜しくお願いします。また、掲載内容に対してのご要望などありましたら、地区広報

担当 安本（健和会大手町病院）までご連絡ください。（安本） 
 
 


